






















































げ、計 7 回のワークショップ（以下 WS）を企画・運営した。この WS では、ブランドコ
ンセプトを作成するためＷＳ参加者の日常の生活や仕事で大切にしていることから想起し
て、環境・特産物・交流の各分野を表現できる地域資源を抽出し、その価値を地域内外に
わかりやすく伝える「意味付与の行為」としての修飾語を作成し、それを解説するガイド
ラインの作成を行った。さらに、地域内観光施設事業者の新規事業企画会議で、これら「意
味付与されたコアとなる地域資源」とそのガイドラインというツールを活用する WS を考
案し、利用方法の検証・評価を行った。その結果、この地域ブランディングツールを用い
ることで、地域資源の価値が誰にでも説明しやすくなり、地域内におけるコアとなる地域
資源の共有と活用というブランディングの作業に有効に作用することを明らかにした。ま
た、地域ブランディングツールをボトムアップ型でつくる有効性が示された。 
５章においては、以上の知見に基づき、実際の地域において、交流・特産物・環境の 3
分野統合した、ボトムアップ型の地域ブランディング手法についてのひとつのモデルを提
言し、今後の手法の発展のための論点を整理している。 
このように、本論文は、観光まちづくりの現場での取り組みに大きく寄与する重要な成
果を上げており、したがって、本論文は観光科学の発展に寄与し、博士（観光科学）の学
位授与に十分値するものと判断できる。 
 
